平成２８年６月８日
聴覚障がい児在籍校学校長様

聴覚障がい児在籍校教職員様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪聴覚障がい児教育研究会　（大聴研　 旧：府難研）

会長　　鷲尾　千恵（吹田市立吹田第二小学校長）
第１６回「ＷＡＮＰＡＫＵ交流会」　参加校募集　１次案内
　平素より、大聴研の活動ならびに聴覚障がい児教育に、ご理解とご尽力をいただきありがとうございます。

　今年度も、大聴研が主催します聴覚障がい児の交流会「ＷＡＮＰＡＫＵ交流会」　を実施したいと思います。つきましては、下記の目的等交流会の趣旨にご理解をいただき、ご参加くださいますようお願いいたします。

１．会の目的

1 いろんな学校・学級に在籍する聴覚障がい児が集まり、交流する機会とする。

2 聴覚障がい児が、学習の成果など発表し、また、その発表を聞く機会とする。

3 聴覚障がい児が、目的意識をもち、発表やゲームに取り組み、会の運営にあたれるようにする。

4 聴覚障がい児が、様々な情報保障について体験し、選択できるようにする。

２．日時：平成２９年１月２５日（水）
３．会場：　岸和田市立大宮小学校　　体育館

　　　　　　（〒596-0043 岸和田市宮前町7-1　 ：　南海本線「 和泉大宮駅」より徒歩約１０分）

４．プログラム：予定

　　　・１０：００　受付開始
・１０：１５　開会：参加者代表あいさつ
　　　　　　　　　　 発表会

　　　　　　　　　　名刺交換会
　　 　・１２：００　グループ別 昼食交流会
　　　 ・１２：３０　フリータイム（グループごとに相談して遊ぶ内容を決める）
　　 　・１３：１５　ゲーム大会　（グループ対抗、室内オリンピック）
　　　 ・１４：００　閉会：参加者代表あいさつ　
アンケートに記入
５．発表の仕方：１校の発表は10分程度でお願いします。
　・学級単位など集団で発表する　　・数人のグループで発表する　　・個人で発表するなど、
どんな形でもかまいません。

６．発表の内容

　・調べたこと　　・みんなに聞いてもらいたいこと　　・興味があること　　・劇や演奏など、
なんでもかまいません。
７．発表にあたって

個々の子どもにより理解しやすい方法が異なります、見ている子どもたちが視覚的に分かり
やすいように工夫をしてください。　
次の点を考慮してください。（発表方法については大聴研事務局までご相談ください）
　　①発表することばを文字で示す
　　　　・文字の見やすさに配慮し、できるだけパソコンを使い文字で示せるようにしてください。
　 　　・パワーポイントの使用の仕方等、参加校が決定後、開催される実行委員会で説明します。
②視覚にうったえる内容のものを選ぶ　

③手話で表す

・手話で表せない時は手話通訳をつけます。
④映像を映す場合、字幕が入ったものを使用する
８．当日の情報保障について（予定）

　　・手話通訳がつきます。

　　・発表者の顔（上半身）を、大きくスクリーンに映し出します。

　　・いろいろなお知らせや案内は、文字を使い行います。

９．参加の仕方：２次案内の時に、申し込み書も一緒に配布します。　（８月下旬の予定）

　　＊子どもが交流会に参加し、発表をしないで見るという参加の仕方でも良いですし、先生だけが発表を見に来ていただいても良いです。
午前中だけ、午後だけといった参加の仕方でもかまいません。　

＊会に参加する子どもの保護者が、発表を見に来ていただいてもかまいません。

１０．連絡先

　　　　吹田市立吹田第二小学校 難聴学級　　担当　栗原、白井
　　　 〒564-0041  吹田市泉町3-15-18　　℡：06-6386-0841 　FAX：06-6386-1629
１１．その他

　　・午前中に名刺交換会をおこないますので、発表される学校は発表時間を守ってください。

　　・発表で使用されるものは、各校で用意してください。

　　・当日のプログラムは、参加校が決定しだい、発送する予定です。

　　・名刺交換会と昼食交流会、およびゲーム大会は、グループに分かれおこないます。

・名刺交換で使う名刺は、各校であらかじめ作ったものを持ってきてください。

　（グループ分けやグループの人数は、実行委員会の時にお知らせします）
　　・当日は、お弁当やお茶など各自で用意してください。

　　・当日は、体育館用上靴が必要です（下靴をいれる袋も用意してください）。

　　・報道機関が取材にくる場合があります。事前に各校で取材を受けることが可能か、確認をとって
おいてください。

　　☆参加校が決まりしだい、参加校の先生方に集まっていただき、実行委員会を実施します。
